
年末年始の過ごし方も巣籠もり傾向

フ
ォ
ー
ト
ラ
ベ
ル
が
調
査

全体傾向

旅の同行者

旅行費用

計画の重視ポイント

旅の情報収集

週　　刊　観　　光　　経　　済　　新　　聞（９） 第２５４９号第３種郵便物認可２０１０年（平成２２年）２月１３日（土曜日）

　
旅
行
の
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト
欹
フ
櫻
欟
ト
ラ
ベ
ル
飮
は
欷
先
の
年
末
年
始
の

旅
行
実
態
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
欷
そ
の
調
査
結
果
を
５
日
発
表
し
た
盜

宿
泊
を
伴
う
旅
行
を
し
た
人
が
減
檸
て
欷
こ
の
年
末
年
始
の
過
ご
し
方
も

欹
巣
籠
も
り
傾
向
が
浮
き
彫
り
に
な
檸
た
飮
と
同
社
盜
調
査
期
間
は
瀰
年
灑

月
烋
日
殳
瀾
年
１
月
４
日
の
灣
日
間
盜
調
査
は
欷
旅
行
好
き
の
フ
櫻
欟
ト
ラ

ベ
ル
利
用
者歉
回
答
サ
ン
プ
ル
数
１
０
９
６
人
歐
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
欷

社
会
全
体
の
動
向
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
欷
旅
行
ト
レ
ン
ド
の
先
行

指
標
と
し
て
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
盜
調
査
結
果
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
盜

　海外旅行の同行者は「夫婦」が最も多く淹淆．淦
％、続いて「家族」（１世帯もしくは２世帯）

で淹渊．渊％、「ひとり」（淹渕．淆％）となった。昨
年同時期の調査と比較すると、「夫婦」は渊．淇
飴減少、「ひとり」は涵．淦飴減少した。一方
「家族」は、涅濤．淆飴増と大幅に増加している。
　国内旅行では「家族」が最も多く渕淹．涸％、続
いて「夫婦」で淹渕．淆％、「友人・同僚」（涅淇．渊
％）となった。昨年同時期の調査と比較すると、

海外旅行同様「家族」が淹．淹飴増加。また、
「友人・同僚」も涵．淹飴増加している。
　海外旅行は、燃油サーチャージ値下げに加え、

円高など、旅行に行きやすい条件がそろったこ

とで、日程に制限があり価格にシビアな「家族」

が積極的に海外へ出かけたと思われる。

　年末年始の休暇の過ごし方は、「自宅中心」で

過ごした人が最も多く渊涸．淹％。宿泊を伴う旅行に
出掛けた人（海外旅行、国内旅行、帰省）は渊渕．渕
％と、昨年同時期の調査に比べて渕．涅飴減少（昨
年：渊淇．渊％）した。昨年同時期の調査でも「自宅
中心で過ごす」と回答した人は渊涵．涅％と多く、年
末年始は「自宅中心で過ごす」巣篭もり傾向が、

季節的な要因としてあることが分かった。

　昨年と比較すると「海外旅行」は涅涵．淦％→涅淆．涅
％と渕．渊飴増加している。一方、「国内旅行」は淹．
濤飴減少（涅渊．淹％→涅淹．淹％）、「帰省」は順位も
落とし、４．４飴減少（涅淇．渊％→涅淹．濤％）となっ
た。

　年代別で見ると、淹濤代～渊濤代は半数近くが宿泊
を伴う旅行を実施し、涵濤代以上は「自宅中心で過

ごす」傾向が強い。

　昨年の海外旅行は、燃油サーチャージ高騰の影

響から、旅行控えが目立ったが、今年は燃油サー

チャージの値下げに加え、円高などの影響から、

旅行に行きやすい条件がそろい、海外旅行者が増

えたと推測できる。

　帰省や国内旅行控えが目立った理由として、濤淆
年は秋に大型連休があり、その休みを利用して出

掛けた人が多かったことも影響していると考えら

れる。また、長期休暇が取り難い曜日の配列と、

不況による節約志向もあり、自宅でゆっくり過ご

した人が多いようだ。その他にも、高速道路休日

上限涅濤濤濤円のＥＴＣ割引サービスが涅淹月淹涵、淹淇日
は適用外であったことから、国内移動（国内旅行、

帰省）を控えた人もいると考えられる。

　年末年始の休暇にかかった１人当たりの平均

旅行費用は、海外旅行が涅淦．渕万円で、昨年と比
較し渊．涅万円減少。国内旅行は、涵．渕万円で、昨
年と比較し涅．渊万円減少した。
　海外旅行は「５万円以上涅濤万円未満」が最も
多く淹濤．涅％、ついで「涅涵万円以上淹濤万円未満」が
涅淆．淇％。国内旅行は「２万円台」が淹涅．淇％とトッ
プで、「５万円台」（涅涸．淦％）、「３万円台」（涅涵．淦
％）と続く。昨年調査では、涅濤万円以上が淹淹．渊
％と多かったが、今年は淆．濤％と少ない。
　国内旅行の平均費用が下がった理由として、

高予算の人の減少が影響として考えられる。ま

た不景気の影響か、宿泊数を減らし近場にシフ

トする動きがあり、その点も全体の予算が下が

った要因として考えられる。

　海外旅行の計画時に重視するポイントは「行

き先重視」が渊涅．渕％と最も多く、続いて「目的重
視」（渕淹．涵％）、「条件重視」（淹淇．淹％）となった。昨
年の同時期の調査と比べると、「行き先重視」が

減少し、「目的重視」「条件重視」が増えている。

　国内旅行の計画時に重視するポイントは「目

的重視」が渊淆．淇％と最も多く、続いて「行き先重
視」（渕涅．淇％）、「条件重視」（涅涸．涸％）となった。
　昨年の同時期の調査と比べると「行き先重視」

が涅淦．渊飴減少し、「目的重視」が涅濤．涸飴増加。
国内旅行で重視するポイントで「目的重視」が

初めてトップになった。夏の旅行は「行き先重

視」の傾向が強いのに対して、年末年始は「同

行者との親睦」「温泉でゆったり過ごす」など

「目的重視」が元々高い傾向にある。

　海外旅行について、旅行先決定までに参考に

するメディアは「旅行情報サイト」（涵涸．淆％）、「ガ
イドブック・書籍」（渊渕．涅％）、「ブログ・ＳＮＳ」（淹
淦．渕％）という順。旅行先決定後も参考にするメ
ディアの顔ぶれは変わらない。ただし情報の収

集意欲は、旅行先決定後の方が高くなった。

　国内旅行では、旅行先決定までに参考にする

メディアとして「旅行情報サイト」（渊淆．渕％）、「知
人・友人などのクチコミ」（淹淦．淇％）、「ブログ・Ｓ
ＮＳ」（淹淇．淆％）という順になった。旅行先決定後
は、旅行先決定前に参考にしたメディアの利用

率は下がり、替わりに「ガイドブック・書籍」の利

用者が大幅に増えた（涅涸．淦％→渕淹．涸％）。旅行先
の決定前後、また海外旅行と国内旅行では、旅の

情報収集のプロセスに違いがみられた。
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